
豊川市住宅マスタープラン[豊川市住生活基本計画]（案） 

の意見募集結果と市の考え方 

提出された意見等の要旨、意見等に対する市の考え方は次のとおりです。 

なお、提出された意見等は公表が原則ですが、本案件と関係のない意見、単

に賛否の結論だけを示した意見、第三者を誹謗中傷する意見等については、そ

の要旨及び市の考え方は示しません。 

 

項目：第 2 章 7 ページ「課題 2 防犯対策の充実」に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

１ 
子ども・女性の見守りに関する防犯

対策の一層の考慮をお願いしたい。 
本計画(案)では、第２章に掲載しました「住

生活に関する主な課題」を解消するため、そ
の方向性を示す基本目標に基本方針を設け、
これに対応した施策を実施していくこととし
ております。今回いただきましたご意見に関
する施策につきましては、「基本目標１ 誰も
が安全・安心に暮らし続けることができる住
まい・まちづくり」における「基本方針 1-2 
 防犯対策の推進」の「施策 1-2-1 防犯意
識の向上」の中で取り組みを実施することと
しております。 

 

項目：第 4 章 26 ページ「施策 2-3-1 市営住宅等によるセーフティネットの確

保」に関すること 

No. 意 見 等 の 要 旨 市 の 考 え 方 

２ 
豊川市住宅マスタープラン別冊資料「豊川

市営住宅等長寿命化計画（案）」において、
野口住宅Ａ棟・東数谷原住宅・平尾住宅Ｂ棟
を優先的な用途廃止の対象としていることに
ついて、高齢者・障害者・子育て世帯・外国
人等に対する居住支援の需要と重要性が高ま
っている中で、具体的な対策が示されること
なく用途廃止を決定することは時期尚早であ
り、反対である。 

今回改定を行っております「市営住宅等長
寿命化計画(案)」では、「豊川市公共施設等総
合管理計画」をはじめとした関連計画とも整
合を図るなかで、中長期的に推計される必要
戸数や立地状況・劣化度等の確認など行い、
当該住宅について用途廃止の方針とするもの
となります。 
住宅セーフティネットの確保につきまして

は、市営住宅のみでなく、県営住宅、民間事
業者、社会福祉協議会などの団体とも連携し、
総合的にこれを図ることとしており、「子育て
世帯への居住支援」「高齢者・障害者・外国人
等の居住支援」につきましても、市営住宅の
みでなく相互に連携を図る中で進めるものと
なります。 

 


